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南
溪
の

行
信
論
研
究
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事
件
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は

じ
め

に

　
　
（

1
）

　
親
鸞
の

主

著
、

『

顕
浄
土

真
実
教
行
証
文
類
』

に
お

け
る

行
と

信
と
の

関
係
は

、

「

行
信
論
」

と

呼
ば

れ
、

往
生

証
果
の

因
法
に

対
す
る

研
究
と

し
て

、

江

戸
時
代
か

ら

現
代
に

至
る

ま

で
、

様
々

な
観

点
よ

り
議
論
が

な
さ

れ

て

い

る
。

真
宗
行
信

論
に

関
し

て

は
、

既

に

普

賢
大
円
に

よ

る

詳
細
な

研
究
書
が

あ
る

が
、

そ
こ

で

は

学
僧
の

教
学
的

特
色
が

中
心
に

論
じ

ら

れ

て

お

り
、

各
々

が

学
説
を
立
て

る

に

至
っ

た

思
想
背

景
に
つ

い

て

検
討
す
る

と
い

う
手
法
は

取
ら
れ

て
い

な
い

。

本
論
で

は
、

筑
前

学
派
の

南
溪
に

焦
点
を

当
て

、

特
に

「

厳
牛
事
件
」

に

お
け
る

影
響
を

考
察
す
る

。

そ
れ

に

よ
っ

て
、

行

信
論
の

中
心
的
な

問
題
の
一

つ

を
明

ら

か

に

す
る

と
と

も
に

、

南

溪
の

行
信
論
成
立
の

思

想
背
景
を

探
る
一

助
と
し
た
い

。

研
究
方

法

本
論
で

は
、

以
下

の

手
順
で

、

「

厳
牛
事
件
」

が

南
溪
の

行
信
論
へ

与

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
四

巻
第
一

号
　
平
成
二

十
七
年
十
二

月

え
た

影
響
の

有
無
を
明
ら

か

に

す
る

。

一

　
「

厳
牛
事
件
」

に

お

け
る

、

行
信
論
上
の

論
点
を

明
確
に

す
る

。

二

　
「

厳
牛
事
件
」

前
後
の

南
溪
著
作
よ

り
、

同
一

の

論
点
を

議
論
す
る

　
　
箇
所
を
見
つ

け
、

変
化
・

影
響
の

有
無
を

検
討
す
る

。

　
「

厳
牛
事
件
」

の

内
容
や

、

そ
の

前
後
の

出
来

事
に

関
し

て

は
、

南

溪

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　（
2

）

の

自
伝
で

あ

る

『

淮

水
行
実
』

が

詳
し
い

。

そ
れ

に

よ

る

と
、

厳
牛
の

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

（

3）

浄
土

宗
鎮
西

派
へ

の

改
宗
が

発
覚
す
る

の

が
、

一

八

三

〇

年
の

六
月
で

あ
る

こ

と

が

分
か

る
。

改
宗
に

関
し
て

、

厳
牛
は

、

浄
土

真
宗
へ

の

疑

義
を

『

疑
難

真
宗
義
』

に

ま

と
め

て

南
溪
に

提
出
し

、

南
溪
が

そ
れ

に

答
え
る

形
で

、

『

暁
諭
扶
膜
弁
』

を
著
し

て

説
得
を

行
っ

た
。

こ

の

書
及

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
4
）

び

再
三

の

説

得
に

よ

り
、

厳
牛
は

真
宗
に

帰
属

す
る

こ

と

と

な
る

。

以

上
よ

り
、

一

の

手
順
で

は
、

『

疑
難
真
宗

義
』

お

よ

び

『

暁
諭

抉
膜
弁
』

を

参
照
す
れ

ば
良
い

こ

と
が

分
か

る
。

　

続
い

て

二

の

手
順
に

つ

い

て

で

あ
る

が
、

「

厳
牛
事
件
」

以
前
の

著
作

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（

5）

と
し

て

は
、

一

八
二

九

年
の

『

爐
上

閑
談
』

、

以

後
と
し

て

は
一

八
四

九

　
　

　
　
　

　
　

（
6

）

年
の

『

行
信
一

念

贅
語
』

が

挙
げ
ら

れ
る

。

一 89一



The Japanese Association of Indian and Buddhist Studies

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoclatlon 　of 　工ndlan 　and 　Buddhlst 二　St二udles

南

溪
の

行
信
論
研
究
（

伊
　
藤
）

「

厳
牛
事
件
」

に
お

け
る

、

行
信

論
上
の

論

点

　

本

節
で

は
、

手
順
一

を

行
う

。

厳
牛
『

疑
難

真
宗
義
』

は
、

五
つ

の

論
点
に

対
し

て

真
宗
へ

の

疑
難
を

展
開
し
て

お

り
、

そ

れ
に
対
応
す
る

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
（
7

）

形
で

、

南
溪
の

『

暁
諭
抉
膜
篇
』

も
五

章
構
造
と

な
っ

て

い

る
。

「

行
信

論
」

に

関
連
す
る

箇

所
は

、

両
書
共
に

第
二

章
で

あ
り

、

特
に

重
要
な

箇
所
を

以

下

に

示
し

た
。

厳
牛
『

疑
難
真
宗
義
』

　
元

祖
上

人
浄
上
の
一

門

を
開
て
、

口

称
念
仏
の
一

行
に

て
、

具

縛
の

凡
夫
実
報

　
高

妙
の

土
に

往
生

す
る
こ

と

を
教
ゆ

。

（
中
略
）

意
業
に

て

往
生

を
決
す
る

こ

　
と

、

元
祖
の

意
に

そ

む

け
り
。

（
中

略）

大
谷
の

所
伝

は、

三

心

章
の

「

涅
槃

　
の

城
、

以
レ

信

為
二

能
入
ご

是
唯
信
に

て

浄
土
に

生
る

る

義
を

証
す
れ

ど

も
、

　
こ

れ

亦
わ
れ

う
け
か

は

す
。

（

中
略
）

こ

れ

念
仏

者
の

用
心

な

り
。

浄
土

を

願

　
ふ

も
の
、

三

心
を

具
せ

ず
ん
ば

あ
ら
ず
と

云
こ

と

を

示
し
玉
ふ

。

三

心
を

具
す

　
と

も
、

念
仏
せ

ざ
る

は

往
生
し
が

た
し

。

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　（
『

真
宗
全
書』

五

九
、

二

四
六

頁
上
〜

二

四
九

頁
上
）

南

溪
『

暁
諭
抉
膜
篇
』

高
祖
云

、

「

信
を

離
れ
た

る

行
も

な
し、

行
の
一

念
を

離
れ
た

る

信
の
一

念
も

な
し
。

」

之
を

尅
論
的
示
し
て
、

唯
信
を
奪
て

正

因
を
談
ず

。

熟
思
し
て

旨
を

得
よ

。

（

中
略）

願
行
具
足
所
作
尅
成
は
、

敢
て

争
ふ

所
に

非
ず

。

然
に

其
因

を

談
ず
る
に

、

尅

体
あ
り
義
説
あ
り

。

義
を
以
て

説
く
と

き
は

、

片
輪
隻
翼
は

涅
槃
の

運
に

非
ず

。

（
中
略
）

其
不
離
中、

尅
し

て

論
ぜ

ば、

何
も
の

か

正
因

な
り
や

。

若
倶
に

得
た

り
と
せ

ば
、

尅

体
の

論
に

非
ず

。

（

中
略
）

尅
体
し
て

論
定
せ

ば、

此

中
随
一

に

取
れ

。

其

信
を
取
る
と

云
は
ば、

吾
所
立
の

中
に

堕

せ

り
。

何
の

由
あ
り
て

我
を
難
ず
る

や
。

若
行
を

取
る

と

云
は
ば

、

丐
入
の

称

名
も
正

因
を

成
ず
る

や
。

（

中
略
）

此

中
奪
体
尅
論
す
る

と

き、

唯
信
是
正

因

な
る
こ

と

を

得
る

。

用

与
の

義
説
と

奪
体
の

尅
示
と
を

詳
に
せ
よ

。

　

　
　

　

　
　

　
　

（
『

真

宗
全
書
』

五

九
、

二

七
三

頁
上

〜
二

七

四
頁
上
）

　

厳
牛
が
批

判
の

対

象
と

す
る

の

は
、

法

然
の

「

念
仏

往
生
」

に

対
す

る

親
鸞
の

「

唯
信
正

因
」

の

義
で

あ
る

。

論
点
は
こ

の
一

つ

で
、

切
り

ロ

は
い

く
つ

か

認
め

ら

れ

た

が
、

的
を

射
て

い

た
の

は

先
に

挙
げ
た

内

容
の

み
で

あ
る

。

こ

れ

に
つ

い

て

南

溪
は

、

用
与
の

義
説
（

願
行
具
足
聽

行
信

不
離
の

立

場
）

と

奪
体
の

尅
示
（

因
体
的
示
11

唯
信
正

因
の

立

場）

と
の

二

門
に

分
け
て

会
通
を

行
っ

て
い

る
。

「

厳

牛
事
件
」

前
後
の

南
溪
著
作
と
の

比

較

　

本
節
で

は
、

手
順
二

を

行

う
。

『

爐
上

閑
談
』

は

四

章
構
造

、

『

行
信

一

念

贅
語
』

は
三

章
構
造

で

あ
る

。

「

厳
牛
事
件
」

の

論
点
と

同
一

の

真

宗
批

判
に

対
し

て

答
え
る

箇

所
は

、

『

爐
上

閑
談
』

「

元

祖

高
祖
の

化
風

に

於
て

或
は

左
右
す
る

の

論
」

、

『

行
信
一

念
贅
語
』

「

弁
二

明
両
一

念
旨一
」

で

あ
る

。

紙

数
の

制
限
よ

り
、

引
用
で

は

な
く
要
約
と

し
、

註
で

該
当

箇
所
を

示
し
た

。

　

　
　
（
8

）

『

爐
上
閑
談
』

〇
七

祖
の

宗

義
は

、

従
仏
向
生
の

願
力
回

向
門
と

、

従
生
向
仏
の

順
彼

一 90一
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仏
願

門
と

に

分

け
る

こ

と
が

で

き
る

。

前
者
の

み
で

は

凡
愚
の

出
離

　
を
欠
き

、

後
者
の

み
で

は

自
力
に

堕

す
。

○
竜

樹
と

善
導
は

、

順

彼
仏
願

門
。

天

親
と

曇

鸞
は

、

願

力
回

向
門

。

　

行
か

ら

説
く
の

は
、

順

彼
仏
願
の

『

観
経
』

の

法
門

で
、

廃
立

教
相

　
の

た

め
。

信
か

ら

説
く
の

は
、

願

力
回
向
の

『

大
経
』

の

法
門
で

、

　

自
督
安
心
の

た

め

で

あ
る

。

〇
二

門
相
成
こ

そ

が

真

宗
の

大
法
で

あ
り

、

三

経
七

祖
と

親
鸞
の

宗
義

　
で

あ
る

。

そ

う
で

あ
り
な

が

ら
、

二

門
に

対

す
る

力
点
が

異
な

る

の

　
は

、

そ

れ

ぞ
れ

の

状
況

が

あ
り

、

所

依
の

経
典
も
一

つ

で

は

な
い

か

　
ら

で

あ

る
。

○
法
然
も
二

門
を

具

す
が
、

聖
道
の

諸
教
に

対
し

た

た

め
、

順
彼
仏
願

　

を
主
と

し

て

説
い

た
。

○
相
承
の

宗
義
は

「

廃
立

の

教
相
」

と

「

的
示
の

安
心
」

と

で

あ

り
、

　

法
然
と

親
鸞
の

義
の

問
に

全
く
差
は

な
い

。

　

　
　
　
　

　
（

9
）

　
『

行
信
一

念
贅
語
』

○
善
導
の

「

三

心
既
具
無
二

行
不
ワ

成
」

、

法
然
の

「

念
仏
行
者
必
可
レ

具
二

　
三

心
」

よ

り
、

本
願
の

行
と

信
と

は

不
離
で

あ
る

。

○
善

導
の

「

已

弁
二

定
三

心
一

以

為
二

正

因
一
」

と
「

若
少
二

一

心
一

即

　

不
レ

得
レ

生
」

、

法
然
の

「

涅
槃
之

城

以
レ

信
為
二

能
入
一
」

と

「

念
仏

す

　

れ
ど

も
、

往
生

す
る

も

の

の

き
は

め

て

ま
れ

な
れ

ば
、

三

心
を

具
せ

　

ざ
る

が

ゆ
へ

な

り
」

よ

り、

往
生
の

正
因

は

信
で

あ
る

。

○
善
導
・

法
然
が

信
一

念
を
立
て

な
か
っ

た
の

は
、

既

に

行
信
不
離
を

南
溪
の

行
信
論
研
究
（

伊

　
藤
）

　

言
っ

た

と
こ

ろ

で

明
ら

か

だ
っ

た

か

ら

で

あ
る

。

一

方
で

親
鸞
は

、

　

因
体
を

的
示
し

業
成
を

指
定
す
る

た

め

に
、

成

就
の
一

念
を

異
訳
に

　

照
ら
し

て

信
一

念
往
生
の

義
を

立

て

た
。

○
親
鸞
が

、

信
に

遍

数
が

な
い

に

も
か

か

わ

ら

ず
一

念

を

論
じ

る

の

　

は
、

未
聞
未
信
の

前
と

後
々

相
続
の

時
に

対
し

て
、

初
聞

開
発
の

時

　

が

あ
る

か

ら

で

あ
る

。

こ

れ

は

順
彼
仏
願
の

実
を

得
た

最
初
の
一

念

　

で

あ
り

、

善
導
・

法
然
の

義
を
顕
明
す
る

も
の

で

あ
る

。

　
「

念
仏
往
生
」

と
「

唯

信
正

因
」

の

会
通
に

関
し

て
、

二

門
に

分
け
て

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　

〔

10）

論
じ

る

点
は

、

『

爐
上

閑
談
』

『

暁
諭
抉
膜
篇
』

『

行
信
一

念

贅
語
』

の

流

れ

で
、

大
き
な
変
化
は

な
い

。

し

か

し

な
が

ら
、

『

爐
上

閑
談
』

で

は
、

竜
樹
・

天
親
・

曇
鸞
・

善

導
の

四

祖
を

挙
げ
て

法
然
・

親
鸞

間
の

会
通

を

行
っ

て

い

る

の

に

対
し

、

『

行
信
一

念
贅
語
』

に

お
い

て

は
、

善
導
・

法
然
と

親
鸞
の

会
通
と

い

う
形
を

取
っ

て

い

る
。

こ

れ
は

、

真
宗
の

立

場
で

の

会
通

と
、

鎮
西
の

立

場
で

の

会
通
の

違
い

と

考
え
ら

れ
る

。

真

宗
の

立

場
に

立
ち

、

真
宗
の

七
祖
を

用
い

て

会
通
を

行
っ

て

も
、

鎮
西

の

立

場
か

ら
す
る

と

会
通
に

な
っ

て
い

な
い

と
い

う
批
判
が

成
り

立
つ

。

そ
の

た

め
、

鎮
西
の

立

場
に

立
ち

、

特
に

善
導
・

法
然
の

正

当
な
流
れ

を
汲
む

も
の

と
し

て
、

親

鸞
を

位
置
付
け
る

必
要
が

あ
っ

た

も
の

と

考

え
ら

れ

る
。

そ

の

た

め
、

化
風
に

対
し

て

も
『

爐
上

閑
談
』

で

は

「

毫

差
あ
る
こ

と

な

し
」

（

『

爐
上

閑
談
』

五
二

丁
左
）

と
い

う
言
い

方
で

あ
り、

『

暁
諭
抉
膜
篇
』

で

も
そ
の

域

を

出
な
い

も
の

で

あ
っ

た

の

に
対
し
て

、

『

行
信
一

念
贅
語
』

で
は

、

「

高
祖
の

信
一

、

二

祖
を
顕
明
す
る
」

（

『
真
宗
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南
溪
の

行
信
論
研
究
（

伊

　
藤）

全
書』

五

二
、

五
一
一

頁
上
）

と
、

語
気
を

強
め
る

と

と

も
に

、

親
鸞
こ

そ

が

法
然
の

義
を

正

統
に

受
け
継
ぐ
も
の

と
い

う
、

他
派
（

特
に

鎮
西）

を

意
識
し
た

言
い

方
と

な
っ

て

い

る
。

こ

う
い

っ

た

論

調
の

変
化
に

関

し

て
、

『

暁
諭
抉
膜
篇
』

か

ら

『

行
信
一

念

贅
語
』

ま
で

に

十
九

年
の

歳

月

が

開
い

て

い

る

こ

と

か

ら

す
れ

ば
、

他
の

要
因
も
考
え
ら
れ

る

が
、

少

な
く
と
も

『

爐
上

閑
談
』

で

は

見
ら

れ

な
か
っ

た

鎮

西
の

立

場
か

ら
の

会
通
が

、

『

行
信
一

念
贅
語
』

に

見
ら
れ

る
こ

と

に

な
っ

た

原
因
は

、

「

厳

牛
事
件
」

に

あ
る

と

見
て

よ

い

よ

う
に

思
う

。

お
わ

り
に

　

以
上

、

本

論
で

は

「

厳
牛

事
件
」

に

お
け
る

影
響
を

考
察
し

、

南

溪

の

行
信
論
成
立
の

思

想

背
景
の
一

端
を

探
っ

た
。

「

厳
牛
事
件
」

に

お
い

て

は
、

行
信

論
の

詳
細
で

は

な

く
、

法
然
の

「

念
仏

往
生
」

と

親
鸞
の

「

唯
信
正

因
」

と
い

っ

た

化
風
の

違
い

が

問
題

と
さ

れ

た
。

そ

の

た

め
、

そ

の

前
後
の

著
作
で

あ
る

『

爐
上

閑
談
』

や

『

行
信
一

念
贅
語
』

に

お

い

て

も
、

化
風
に

関
す
る

箇

所
を

中
心
に
論
じ
る

に

留
ま
り

、

厳
牛

事

件
が

「

南
溪
師
の

行
信
論
」

に

与
え
た

影
響
を

言
及

す
る

ま

で

に

は

至

ら
な

か
っ

た
。

本
論
で

導
か

れ

た
、

「

「

厳
牛
事

件
」

前
後
で
、

南
溪
の

法
然
「

念
仏
往
生
」

と

親
鸞

コ

唯

信
正

因
」

を

会
通

す
る

姿
勢
・

力
点

に

変
化
が
見
ら

れ

る
」

と

い

う
結
論
は

、

そ
の

ま
ま

行
信
論
に

も
影
響

を
与
え
て

い

る

が
、

詳
細
は
、

次
稿
に

譲
る

こ

と

と

す
る

。

1
　
本
文
中
の

人

名
は、

全
て

尊
称
略
と

す
る

。

2
　
龍
谷

大
学
大
宮
図

書
館
蔵、

一

八
六
八

年
出
版
の

も
の

を

使
用

。

3
　
南
溪
『

淮
水
行
実
』

一

二

丁
左

〜

＝
二

丁

左
。

4
　
南
溪
『

淮
水
行
実
』

一

五

丁
左

。

5
　
南
溪
『

淮
水
行
実
」

一

二

丁

右
。

6
　
本
来
で
あ

れ
ば
一

入

三
一

年
の

『

行
信
弁
惧
没
』

（
『

淮
水
行
実
』

一

六
丁

　
左）

を

参
照

す
る
の

が
望
ま

し
い

と

考
え
ら

れ
る

が
、

こ

ち
ら
は

現
存
し
て

　
お

ら

ず
、

内

容
も
含
め

確
認
す
る

こ

と
が
で

き
な
い

た
め

、

一

八

四
九

年
の

　
『

行

信
一

念
贅
語
』

（

「

淮
水
行
実
』

四
一

丁

左）

と

し
た

。

7
　
『

淮
水
行
実
』

で

は

『

暁
諭
抉
膜
弁
』

で

あ
る

が
、

参
照
し

た

『

真
宗
全

　
書
』

五
九
で

は
、

『

暁
諭
抉
膜
篇
』

と

な
っ

て
い

る
。

8
　
そ

れ
ぞ

れ
、

南
溪
『

爐
上

閑
談
』

（

龍
谷
大

学
大
宮
図

書
館

蔵、

出
版
年

　
不
明）

四

八

丁

右、

四

八

丁
左
〜
五

〇

丁
右

、

五
一

丁
左

、

五

二

丁
右
〜

　
五
二

下

左
、

五
二

丁
左
の

内
容
を

要
約

。

9
　
そ
れ

ぞ
れ

、

南
溪
『

行
信
一

念
贅
語
』

（
『

真
宗
全

書
』

五

二
）

五
一

〇
頁

　
上

、

五
一

〇

頁
上

、

五

＝

頁
上

、

五
一
一

頁
上
の

内
容
を

要
約

。

10
　
本
論
文
で

の

引
用
箇
所
に
は
、

二

門

が

明
言
さ
れ
て

い

な
い

が、

別
所

　
（

『

真
宗
全
書
』

五

二
、

五

二
一

頁
下
∀

に

「

相
承
の
一

多
の

説
に

、

蓋

し
二

　
門
あ
り
。

一

に
は

行
々
一

多
の

義
、

二

に

は

信
行
一

多
の

義
。

」

と

あ
る

。

〈

参
考
文
献
V

普
賢
大
円

『

真
宗
行
信
論
の

組
織
的
研
究
』

（
興
教
書
院、
　一

九

三
五
）

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
行

信
論、

南
溪

、

厳
牛
事
件

（

龍
谷
大
学
大

学
院）
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